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配
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
日
の
部
落
の
実
態
Ｉ
全
国
の
部
落
実
態
調
査
の
報
告
」

三
重
県
の
同
和
地
区
は
二
○
五
地
区
で
あ
る
。
地
区
数
は
多
い
方

で
、
全
国
第
八
位
で
あ
る
。
総
世
帯
数
は
、
一
二
、
六
○
四
世
帯
で
、

一
地
区
平
均
に
す
る
と
六
一
・
五
世
帯
で
、
世
帯
規
模
が
小
さ
な
部

て
落
が
多
い
。
三
○
○
世
帯
以
上
は
わ
ず
か
五
地
区
に
と
ど
ま
る
。
推

、弍
定
人
口
は
、
一
一
一
七
対
六
八
六
人
で
あ
る
。
県
人
口
は
、
一
七
九
万
人

鰍
だ
か
ら
、
一
一
・
一
％
を
占
め
る
。
多
い
方
で
あ
る
。

帷
過
去
の
調
査
で
最
も
地
区
数
が
多
い
の
は
、
昭
和
の
始
め
の
こ
ろ

目差
の
一
一
五
四
地
区
で
あ
る
（
表
１
）
。
人
口
が
最
大
を
示
し
て
い
る
の

袖
は
、
高
度
経
済
成
長
の
は
じ
ま
る
一
九
五
六
年
調
査
時
の
五
二
、
九

噸
四
九
人
で
あ
る
・
県
人
口
の
一
一
一
・
五
％
を
占
め
て
い
た
・
大
き
な
流

齪
れ
と
し
て
は
そ
の
こ
ろ
よ
り
人
口
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
措

吻
置
法
時
代
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
で
も
、
世
帯
数
は
や
や
増
加
し
て
い

入
る
が
、
人
口
は
五
千
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
世
帯
の
小
規
模
化

〃
は
、
三
重
県
で
も
み
ら
れ
、
一
世
帯
平
均
人
員
は
一
一
・
九
九
人
で
あ

三
重
県
は
、
一
九
九
○
年
「
同
和
地
区
生
活
実
態
調
査
」
を
行
っ

た
。
そ
の
特
徴
は
つ
ぎ
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
Ⅲ
全
地
区
、
全

数
調
査
で
あ
る
こ
と
。
三
重
県
で
は
、
す
で
に
一
九
八
五
年
に
も
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
、
三
分
の
一
の
抽
出
調
査
で
あ
っ

た
。
②
調
査
項
目
、
選
択
肢
は
、
比
較
可
能
な
よ
う
に
、
先
行
し

て
調
査
票
づ
く
り
が
進
ん
で
い
た
大
阪
府
調
査
二
九
九
○
年
）
に

あ
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。
し
か
し
、
設
問
の
し
か
た
や
選
択
肢

を
か
え
た
も
の
も
、
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
阪
府
調
査
で

は
「
農
業
関
係
項
目
」
は
、
個
人
を
対
象
に
質
問
し
て
い
る
が
、
三

り
、
有
効
回
答
率
は
、
七
三
・
六
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
一
、
○

九
五
世
帯
を
か
か
え
る
Ｍ
市
が
、
一
一
三
％
の
回
収
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
外
、
五
○
％
を
切
っ
た
の
は
Ｉ

市
、
Ｔ
町
、
Ｕ
町
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
ら
を
の
ぞ
け
ば
、
回
答
率
状

況
は
、
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。

二
、
人
ロ
の
動
向

一
、
は
じ
め
に

人
口
動
態
と
通
婚
０
被
差
別
体
験
に
っ

一
九
九
○
年
三
重
県
生
活
実
態
調
査
か
ら
Ｉ

表１

重
県
調
査
で
は
世
帯
単
位
で
質
問
し
た
こ
と
で
あ
る
。
⑧
三
重
県
調

査
で
は
、
「
転
出
者
調
査
」
も
行
っ
た
こ
と
。
大
阪
府
調
査
で
は
、

転
入
状
況
を
聞
く
質
問
を
設
け
て
い
る
が
、
三
重
県
調
査
で
は
、
過

疎
化
の
地
域
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
転
出
者
状
況
の
把
握
が

重
要
だ
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
四
「
同
和
地
区
生
活
実
態
調
査
」

と
同
時
に
、
「
四
・
五
歳
児
の
保
健
お
よ
び
子
育
て
に
関
す
る
調

査
」
、
「
同
和
地
区
住
環
境
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

こ
こ
で
は
、
「
同
和
地
区
生
活
実
態
調
査
」
に
し
ぼ
っ
て
報
告
す

る
。
ま
ず
基
本
と
な
る
調
査
の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
「
属
地
・
属
人

主
義
」
に
よ
り
定
め
た
。
調
査
に
先
立
っ
て
市
町
村
に
よ
っ
て
把
握

さ
れ
た
対
象
世
帯
は
、
一
二
、
六
○
四
世
帯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
調

査
員
が
面
接
し
、
有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
の
は
、
九
、
二
七
五
で
あ

過去の人ロと世帯

調 査 年 地区数 世帯数 人 ロ

○
○
○
○
○
○
○
 

1921年調査

1926～29年調査

1934年調査

1956年調査

1971年調査

1975年調査

1990年調査

区
区
区
区
区
区
区

鋤
蝿
蝿
蠅
蝿
馳
鋤

２
２
１
２
１
２
２
 

１
５
１
１
９
０
０
 

一
戸
一
戸
一
戸
一
戸

９
２
３
６
 

８
７
０
３
 

０
８
３
５
 

７
７
８
１
 

１
 

38,383人

40,894人

41,926人

52,949人

42,619人

42,936人

推定37,686人

野
口

道
彦

鵬
鵬
鵬

４
９
４
 

９
４
６
 い

てラ（》ｏブ
ロ
ッ
ク
別
の
人
口
や
世

帯
数
の
状
況
は
、
表
２
の
と

お
り
で
あ
る
。
同
和
地
区
人

口
は
、
中
勢
北
部
が
最
も
多

く
、
四
割
近
く
を
占
め
る
。

県
全
体
で
は
「
北
勢
」
に
人

口
は
集
中
し
て
い
る
が
、
そ

れ
に
比
べ
る
と
、
同
和
地
区

人
口
は
一
四
％
と
少
な
い
。

地
区
規
模
も
地
域
差
が
あ

り
、
「
伊
賀
」
が
平
均
一
○

○
世
帯
を
越
え
、
比
較
的
大

き
な
地
区
が
多
い
が
、
「
南

勢
」
は
一
地
区
平
均
二
○
世

帯
と
小
規
模
部
落
が
多
い
。
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２８ 
● ２９人口動態と通婚．被差別体験について

表３ブロック別年齢階層別構成 表２ブロック別世帯数、世帯員数

平均世帯員
Ｃ／Ｂ 

年少人口
Ｏ～14歳 地合数|世曇数|B/Al人Cロ生産年齢

15～64歳 蕊]｡i皇|老年化指数 年少人口
指数 C／Ａ ％ 

三重県(1989年） 18.9％ 68.0％ 45.2127,713 ２．９９ 13.1％ 総 9,275 135.2 数 205 100.0 69.3 27.8 

対象地域 16.1 6８．８ 1５．１ 93.8 23.4 

北勢 1８．７ 68.9 12.2 65.2 27.1 

プ
ロ
ツ
ク

中勢北部 1５．７ 68.8 15.5 98.7 22.8 ■■ 

中勢南部 15.0 69.5 15.5 103.3 21.6 

賀
勢

伊
南

1６．６ 68.7 14.7 88.6 24.2 

1６．５ 68.3 15.2 92.1 24.2 

紀州 1２．９ 67.8 19.3 149.6 注）「北勢」は、桑名市、四日市市、鈴鹿市など６市町。「中勢北部」は津市、久居市
など９市町村。「中勢南部」は、松阪市など８市町村。「南勢」は伊勢市、鳥羽市
など10市町村。「伊賀」は、上野市、名張市など５市町村。「紀州」は、尾鷲市な
ど４市町村。

19.0 

老年化指数＝(老年人口÷年少人口)×100
年少人口指数＝(年少人口÷生産年齢)×100

人
口
構
成
を
み
る
と
、
同
和
地
区
は
三
重
県
全
体
よ
り
、
「
一
一
○

’
四
四
歳
」
の
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
年
齢
層
が
少
な
く
、
そ
の

た
め
に
「
○
’
一
九
歳
」
も
少
な
い
（
表
３
）
。

三
重
県
全
体
の
年
少
人
□
指
数
は
一
一
七
・
八
で
あ
り
、
戦
後
か
ら

今
日
に
か
け
て
一
貫
し
て
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
同
和
地
区
で
は
、

さ
ら
に
一
一
三
・
四
と
低
い
。
と
く
に
低
い
の
は
「
紀
州
」
で
あ
る
。

ま
た
、
老
年
化
指
数
は
、
三
重
県
全
体
で
み
る
と
、
戦
後
か
ら
一

貫
し
て
上
昇
を
た
ど
っ
て
お
り
、
一
九
八
九
年
で
六
九
・
三
と
な
っ

た
が
、
同
和
地
区
は
、
九
三
・
八
と
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
特

に
、
「
紀
州
」
は
老
年
化
指
数
が
一
四
九
・
六
と
極
め
て
高
い
。
一

方
、
「
紀
州
」
の
同
和
地
区
を
抱
え
る
市
町
村
全
体
の
老
年
化
指
数

を
み
る
と
、
尾
鷲
市
が
九
七
・
三
、
紀
伊
長
島
一
○
○
・
九
、
海
山

町
一
一
一
四
・
六
、
御
浜
町
一
二
九
・
四
で
あ
る
か
ら
、
高
齢
化
は
進

行
し
て
い
る
が
、
同
和
地
区
で
は
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。

他
方
、
老
年
化
指
数
が
最
も
低
い
の
は
「
北
勢
」
の
六
五
・
二
で

あ
る
。
「
北
勢
」
の
同
和
地
区
を
抱
え
る
市
町
村
全
体
で
は
、
桑
名

市
五
五
・
二
、
四
日
市
市
五
四
・
七
、
鈴
鹿
市
四
八
・
七
で
あ
る
か

ら
、
低
い
と
は
い
え
、
同
和
地
区
の
方
が
高
齢
化
を
示
し
て
い
る
。

ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
み
て
も
、
同
和
地
区
の
高
齢
化
の
傾
向
は
、
否
定

で
き
な
い
。

〔
老
齢
者
単
独
世
帯
（
独
居
老
人
問
題
ご
同
和
地
区
の
「
単
独

世
帯
」
は
一
六
％
で
、
三
重
県
全
体
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
年
齢

別
の
構
成
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
（
表
４
）
。
「
一
五
’
二
九
歳
」
が

三
重
県
全
体
で
は
、
一
一
一
五
％
を
占
め
る
が
、
同
和
地
区
で
は
わ
ず
か

四
％
で
あ
る
。
他
方
、
「
六
○
歳
以
上
」
は
三
重
県
全
体
の
一
一
一
一
％

に
対
し
て
、
同
和
地
区
で
は
六
○
％
と
大
幅
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
こ
の
傾
向
は
「
紀
州
」
で
顕
著
で
、
単
独
世
帯
の
七
七
％

ま
で
が
「
六
○
歳
以
上
」
で
あ
る
。
紀
州
の
同
和
地
区
で
は
、
単
独

世
帯
と
い
え
ば
、
「
独
居
老
人
」
と
み
て
、
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
。

な
お
、
「
高
齢
者
単
独
世
帯
」
は
、
全
世
帯
に
占
め
る
割
合
は
、
八

・
七
％
で
あ
る
。

「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」
を
み
て
も
、
同
様
で
、
同
和
地
区
で
は
、

「
四
○
歳
未
満
」
の
若
い
世
帯
が
著
し
く
少
な
く
、
「
六
○
歳
以
上
」

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
「
高
齢
者
夫
婦
の
み
世
帯
」
が
全
世
帯
に
し
め
る
割
合
は
六

・
五
％
で
あ
る
。

一
方
、
「
三
世
代
世
帯
」
は
、
一
一
一
重
県
の
一
一
一
％
に
対
し
て
一
六

％
と
少
な
い
が
、
単
独
世
帯
や
夫
婦
の
み
世
帯
を
の
ぞ
く
、
「
男
六

五
歳
、
ま
た
は
女
六
○
歳
以
上
を
含
む
世
帯
」
と
な
る
と
七
・
二
％

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
は
、
単
独
世
帯
か
、
も
し
く
は
夫
婦
の
み
世

三
、
高
齢
化
・
人
口
流
出
の
著
し
い
紀
州
地
域

1,169 89.9 3,846 1３．９ 

3,665 59.1 10,900 39.3 

1,580 27.2 4,326 1５．６ 

1,475 105.4 4,455 1６．１ 

957 20.8 3,072 1１．１ 

プ

ロ

ツ

ク

北勢

中勢北部

中勢南部

伊賀

南勢

紀州

▼■ 

1３ 

6２ 

5８ 

1４ 

4６ 

1２ ｌ４２９１３５Ｂｌ１Ⅲ！ ４．０ 陰



3０ 

転
出
者
の
状
況
を
み
た
の
が
、
表
５
で
あ
る
。
総
数
に
し
て
五
、

○
○
八
人
の
転
出
子
が
確
認
さ
れ
た
。
単
純
に
総
世
帯
数
で
割
る

と
、
一
世
帯
当
た
り
○
・
五
九
人
の
転
出
子
を
出
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
ま
っ
た
く
「
転
出
し
て
い
る
子
は
い
な
い
」
世
帯
は
、
五
四

％
に
と
ど
ま
る
。

転
出
子
を
多
く
だ
し
て
い
る
の
は
、
「
紀
州
」
で
あ
る
。
最
も
少

な
い
の
は
「
北
勢
」
で
あ
る
。
「
紀
州
」
は
「
北
勢
」
の
三
倍
も
多

い
。
就
労
の
機
会
の
有
無
と
強
く
相
関
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

全
般
的
に
は
、
転
出
子
は
や
や
女
性
が
多
い
（
五
五
％
）
。
し
か

し
「
紀
州
」
だ
け
は
、
男
子
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
五
一
％
）
。
転

出
子
の
現
在
の
年
齢
を
み
る
と
、
「
三
○
’
一
一
一
四
歳
」
が
最
も
多

、
◎

て
し

、乱
転
出
時
期
を
み
る
と
、
「
終
戦
’
一
九
六
五
」
五
％
、
「
一
九
五

に
五
’
六
四
年
」
七
％
、
「
一
九
六
五
’
六
九
年
」
九
％
、
「
一
九
七

験帷
○
’
七
四
年
」
一
三
％
、
「
一
九
七
五
’
七
九
年
」
一
四
％
、
「
一

議
九
八
○
’
八
四
年
」
一
九
％
、
「
一
九
八
五
年
以
降
」
一
一
四
％
と
最

倣
近
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
。
転
出
子
の
年
齢
と
転
出
時
期
を

灘
み
る
と
、
ど
の
年
齢
層
で
も
、
一
一
○
歳
代
半
ば
ま
で
に
、
大
半
の
も

艇
の
が
転
出
し
て
い
る
。

Ⅷ
転
出
の
理
由
を
み
る
と
（
表
７
）
、
ト
ッ
プ
が
「
結
婚
」
で
五
五

人
％
、
つ
い
で
「
就
職
」
一
一
一
一
一
一
％
と
多
い
。
第
一
一
一
位
か
ら
は
、
ぐ
ん

Ⅲ
と
少
な
く
な
り
「
進
学
」
三
％
、
「
住
宅
」
一
一
％
、
「
教
育
」
○
・

表４世帯類型別の世帯主の年齢

夫婦と子供からなる
世帯

単独世帯夫婦のみの世帯

三重県対象地域三重県対象地域

76,828 

100.0％ 

1,463 

100.0影

192,868 

100.0形

2,951 

100.0影

72,809 

100.0％ 

1,778世帯

100.0影
総数

3５．０ 4.0 

5.1 

5.2 ６．１ 

８
７
８
 

●
●
●
 

６
７
６
 

29歳未満

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

不明

０
３
４
 

●
●
●
 

３
３
６
 

1１．５ 30.1 21.2 

９．１ 1０．５ 

蝋
蝋
蝋
懲
騨
徽
蝋
蝋
蕊
蝋
蝋
醐
職
辮
徽
徽
卿
蝋
鰍
慰
蝋
鴬
辮
麟
胤
勤
慧
蝋
蝋
・
鷺
職
撒
蕊
蝋
蝋
蝋
蝋
灘
難
瀞
涜

34.4 31.8 

1３．３ 19.1 2３．３ 27.0 29.2 26.7 
1５．２ 28.4 ５．２ 

１．５ 

０．３ 

1０．７ 28.5 38.1 
1２．３ 23.7 

３
２
６
 

●
●
●
 

２
０
０
 

1７．７ 1８．４ 
3.6 7.5 

１．６ 

3.3 ３．２ 

０．８ 

帯
の
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
一
一
一
世
代
家
族
は
少
な

い
。な
お
母
子
世
帯
。
「
男
親
と
子
供
か
ら
成
る
世
帯
」
や
「
女
親
と

子
供
か
ら
成
る
世
帯
」
は
八
％
で
、
一
一
一
重
県
の
五
％
よ
り
多
く
な
っ

て
い
ろ
。

同
和
地
区
の
高
齢
化
は
、
何
に
よ
っ
て
う
み
だ
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
を
さ
ぐ
る
た
め
に
、
人
口
の
移
動
状
況
を
み
て
み

よ
う
・
三
重
県
調
査
で
は
、
転
入
状
況
を
聞
く
質
問
は
特
に
設
け
て

い
な
い
。
出
生
地
に
よ
っ
て
推
定
し
て
み
よ
う
。
六
割
の
も
の
は
、

出
生
地
を
「
現
住
地
」
と
し
て
い
る
。
流
動
性
は
低
い
。
と
く
に
、

女
は
五
一
一
％
に
対
し
て
、
男
は
七
三
％
と
多
数
を
占
め
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
「
三
重
県
内
」
が
男
の
九
％
に
対
し
て
女
一
一
一
％
と
著
し

く
多
い
。
女
性
に
他
所
か
ら
移
っ
て
き
た
も
の
が
多
い
の
は
、
結
婚

に
と
も
な
う
人
口
移
動
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。
「
現
住
地
」
が
最
も

多
い
の
は
、
「
紀
州
」
で
七
八
％
を
占
め
る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、

最
も
流
動
性
が
高
い
の
は
「
中
勢
南
部
」
（
五
五
％
）
で
あ
っ
て
、

「
北
勢
」
で
は
な
い
の
が
興
味
深
い
。
生
活
圏
の
関
係
か
ら
か
、

「
県
外
」
が
多
い
の
は
「
北
勢
」
三
○
％
）
、
「
伊
賀
」
（
一
四
％
）

で
あ
る
。

表５ブロック別転出子の状況

四
、
人
口
移
動
函
転
出
者
の
分
析

墓帯当壼り平享世帯 数’転出子の数

総 数 8,532 5,008 0.59 

北 勢 1,168 541 0.46 

中勢北部 ３，３１６ 1,779 0.54 

中勢南部 1.469 867 0.59 
-

0.55 伊 賀 1.472 810 

南 勢 955 791 0.83 

紀 州 152 220 1.45 

表６転出子の年齢

総数'15三歳'25蒻歳'30三歳'35弱歳'40亘歳|毎歳'50三歳'55勇歳'60雲上

爾
斑
灘
鍵
灘
欝
葡
篭
判
潮
…
熟
到

100.0％’１３．６ 1６．６ 1９．０ 1８．３ 1４．７ ７．５ 4.5 1.7 0.8 
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３３人口動態と通婚・被差別体験について

表９婚姻の類型

3２ 

同
様
。
し
か
し
「
帰
っ
て
く
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
は
、
少

な
く
な
る
。
最
近
転
出
し
た
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
若
い
世
代
の
も
の

が
多
く
、
若
い
ほ
ど
転
出
先
で
根
が
生
え
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に

「
帰
っ
て
く
る
」
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
、
ま
た
親
も
「
帰
っ
て
く
る
」

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

五
％
、
「
差
別
」
○
・
五
％
、
「
そ
の
他
」
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
北
勢
」
で
は
七
○
％
も
「
結
婚
」
を
あ
げ
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。
「
伊
賀
」
六
二
％
、
「
中
勢
北
部
」
六
一
％
も
多
い
。
こ
れ

ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
「
就
職
」
が
少
な
く
な
っ
て
い
ろ
。
一
方
、

「
就
職
」
が
多
い
の
は
、
「
紀
州
」
五
九
％
、
「
南
勢
」
五
五
％
で
あ

り
、
就
労
の
場
が
求
め
に
く
い
た
め
に
流
出
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
た
め
に
相
対
的
に
「
結
婚
」
が
少
な
く
な
っ
て
い

ろ
。
こ
の
よ
う
に
、
南
と
北
で
は
、
転
出
の
理
由
は
、
あ
ざ
や
か
に

分
か
れ
て
い
ろ
。

転
出
し
て
い
る
も
の
は
、
帰
郷
の
予
定
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
近

い
将
来
か
、
遠
い
先
か
は
別
に
し
て
、
「
帰
っ
て
く
る
」
可
能
性
を
も

つ
も
の
は
、
合
わ
せ
て
一
三
％
で
あ
る
（
表
８
）
。
人
数
に
す
る
と
六

七
二
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
家
族
を
つ
れ
て
か
え
っ
て
く
る
と
し
て
も
、

人
口
の
流
出
傾
向
に
は
歯
止
め
は
か
か
ら
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み

ろ
と
、
「
帰
っ
て
く
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
が
多
い
の
は
、

「
紀
州
」
七
八
％
を
最
高
に
、
「
北
勢
」
七
七
％
、
「
南
勢
」
七
五

％
、
「
中
勢
南
部
」
、
「
伊
賀
」
七
三
％
、
「
中
勢
北
部
」
七
一
％

と
な
っ
て
お
り
、
一
世
帯
当
た
り
の
転
出
者
数
ほ
ど
に
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
別
の
差
は
少
な
い
。

転
出
時
期
別
に
み
る
と
、
逆
に
「
近
々
帰
っ
て
く
る
予
定
・
帰
っ

て
く
る
か
も
知
れ
な
い
」
は
、
最
近
に
な
る
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
「
将
来
帰
っ
て
く
る
予
定
・
帰
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
」
も

「
通
婚
関
係
調
査
」
で
回
答
が
得
ら
れ
た
の
は
、
八
、
七
三
五

三重県ｌ大阪府 五
、
通
婚
関
係

｢夫婦と同和地区」

｢妻は地区外生まれ」

｢夫は地区外生まれ」

｢夫婦とも地区外」

｢その他・不明」

％
彩
形
％
％

開
閉
９
７
２

彩
彩
形

２
３
４
 

３
２
１
 

！ 26％ 

４％ 

表１０結婚の時期別、「地区外との結婚」の割合

三重県｜大阪府

｢終戦以前」

｢終戦～1954年」

｢1955～64年」

｢1965～74年」

｢1974～84年」

｢1985年以降」

彩
彩
％
影
形
形

４
１
５
１
６
１
 

ｕ
ｕ
瑠
詔
弱
㈹

睨
甥
呪
螂
螂
螂

０
８
０
１
０
５
 

１
１
３
４
５
５
 

少
帯
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
世
帯
に
「
夫
婦
が
い
な
い
」
と
し
た
の

の
は
、
二
六
％
の
世
帯
で
あ
り
、
結
局
七
、
○
七
五
組
の
夫
婦
か
ら
回

に
答
が
得
ら
れ
た
。
結
婚
の
時
期
を
み
る
と
、
三
重
県
の
場
合
は
、
大

」
阪
府
調
査
と
比
べ
、
「
’
九
五
四
年
以
前
」
が
多
く
（
二
六
％
、
大

阪
府
は
一
九
％
）
、
「
一
九
七
五
年
以
降
」
が
少
な
い
（
二
五
％
、
大

阪
府
は
三
一
％
）
。
高
齢
化
が
反
映
し
て
い
る
。

「
夫
婦
と
も
同
和
地
区
生
ま
れ
」
は
六
割
近
く
を
し
め
、
大
阪
府

と
比
べ
て
の
約
二
倍
で
あ
る
（
表
９
）
。
大
阪
府
で
は
、
「
夫
婦
と

世
も
地
区
外
」
が
多
い
が
、
三
重
県
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
注
こ
れ

告
加
ス
純

か
ら
も
地
区
外
か
ら
の
転
入
世
帯
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か

報
が
一
単

査
ス
ケ
、

る
）
。
「
夫
、
ま
た
は
妻
は
地
区
外
」
の
比
率
は
、
全
体
の

調
一
の
で

態
ケ
Ｊ
の

約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
大
阪
府
と
奇
妙
に

実
の
区
る

活
ｊ
地
な
・

も
一
致
し
て
い
る
。

生
区
和
異
い

区
地
同
も
な

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
、
「
紀
州
」
は
「
夫
婦
と
も
同

鋤
耐
赫
施
踏
和
地
区
」
が
七
七
％
と
飛
び
抜
け
て
多
く
な
っ
て
い
る
。

同
も
一
査
較
地
区
外
と
の
結
婚
は
、
「
北
勢
」
が
最
も
多
く
（
「
妻
は
地

献
齪
勤
鯛
批
区
外
」
三
一
％
、
「
夫
は
地
区
外
」
一
四
％
）
、
「
中
勢
南

肌咲鮒硴繊部」（一一一一一％）、「紀州」（一一一一％）が少ない。
実
、
ま
あ
の

に
は
夫
で
回

「
夫
、
ま
た
は
妻
は
地
区
外
」
は
、
世
帯
規
模
が
大
き

年
で
ｒ
％
今
く
な
る
ほ
ど
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
都
市
化
は
促
進
要

５
 
８
Ｊ
、
恥
は

四
書
影
が
に
因
に
な
っ
て
い
ろ
。
人
口
の
減
少
傾
向
の
と
こ
ろ
で
は
、

Ｊ
 

注
年
齢
要
因
が
働
い
て
い
る
た
め
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

表７性別転出理由

層
一
回
一
君
一
ら

表８転出子の年齢別転出理由

男

女

男

37.0 

54.2 

6.9 

4.4 

0.9 

４．７ 

1４．２ 1.0 0.4 飛可i1E
その他不明

７．１ 

５．６ 

６．１ 

２．１ 
－－ 
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3４ 
３５人口動態と通婚・被差別体験について

表１１結婚話の時に反対された体験をもつ夫婦の場合 結
婚
の
時
期
別
に
み
る
と
、
「
地
区
外
」
と
の
結
婚
の
比
率
は
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
二
九
八
五
年
以
降
」
で
は
、
六
割
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
表
刈
）
。

結
婚
に
ま
つ
わ
る
被
差
別
体
験
の
有
無
を
聞
い
て
い
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
こ
れ
は
、
現
在
夫
婦
関
係
が
継
続
し
て
い
る
「
夫
、
ま
た

は
妻
は
地
区
外
」
の
夫
婦
に
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
差
別
を
さ
れ
て

結
婚
話
が
解
消
し
た
と
か
、
離
婚
し
た
ケ
ー
ス
は
、
こ
こ
に
は
一

切
、
出
て
こ
な
い
。
そ
う
し
た
限
界
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、

十
分
留
意
し
て
、
デ
ー
タ
を
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
夫
、
ま
た
は
妻
は
地
区
外
」
は
二
、
二
五
九
組
で
あ
る
。
ま

ず
、
「
結
婚
の
話
が
あ
っ
た
時
に
、
親
、
兄
弟
、
姉
妹
、
親
戚
か

ら
、
同
和
地
区
出
身
者
で
あ
る
こ
と
で
、
反
対
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
で
、
「
反
対
さ
れ
た
」
と
す
る
も
の
は
一
一
三
％
、
大
阪
府

調
査
で
は
、
二
八
％
で
あ
る
（
表
、
）
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
、
「
反
対
さ
れ
た
」
が
多
い
の
は
、
「
伊

賀
」
（
四
○
％
）
や
「
中
勢
南
部
」
（
三
八
％
）
で
「
南
勢
」
（
一
一
○

％
）
や
「
紀
州
」
二
五
％
）
で
は
少
な
い
。

結
婚
の
時
期
別
に
み
ろ
と
、
「
地
区
外
の
結
婚
」
は
最
近
に
な
る

ほ
ど
、
増
加
し
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
予
想
さ
れ
る
の
と
は
逆
に
、

妻は同和地区
以外の生まれ

夫は同和地区
以外の生まれ

六
、
結
婚
に
ま
つ
わ
る
被
差
別
体
験

総数

723人

32.0％ 

人

28.4％ 

人

33.4％ 
総 数

終戦（昭和20年８月

15日）以前

１６ 

２２．９ 22.8 23.1 

４４ 

２６．０ 
結 終戦～昭和29年

22.5 32.8 

121 

33.9 
昭和30年～昭和39年

34.1 33.3 婚

214 

34.1 
昭和40年～昭和49年

35.3 31.0 

時
期

213 

30.7 
昭和50年～昭和59年

33.4 23.0 

108 

34.8 
昭和６０年以 後

37.1 29.1 

7 

21.2 
木 明

27.3 9.1 

最
近
に
な
る
ほ
ど
「
反
対
さ
れ
た
」
も
の
が
増
加
し
て
い
る
。
と
く

に
「
妻
が
地
区
外
」
で
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
（
表
ｕ
）
。
こ
こ

か
ら
は
、
差
別
が
解
消
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
単
純
な
読
み
方
は
、
到

底
で
き
な
い
。
「
も
う
今
ど
き
、
部
落
に
こ
だ
わ
る
も
の
が
い
な
い

だ
ろ
う
」
と
楽
観
的
に
み
て
い
て
、
意
外
な
と
こ
ろ
で
差
別
の
壁
に

ぶ
ち
あ
た
っ
た
り
、
周
囲
の
反
対
も
押
し
切
っ
て
結
婚
す
る
若
者
が

増
え
て
き
た
り
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ケ
ー
ス
が
、
最
近
の
「
反
対
さ

れ
た
」
の
増
加
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
注
意
を
引
く
の
は
、
「
反
対
さ
れ
た
」
は
、
「
夫
が
地
区

外
」
よ
り
「
妻
が
地
区
外
」
の
方
が
、
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
表
、
に
み
る
よ
う
に
、
昭
和
三
○
年
以
降
ど
の
時
期
で
も
、
一

貫
し
て
こ
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
か
ら
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。

な
ぜ
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
部
落
差
別

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
重
要
な
切
り
込
み
ロ
だ
。
伝
統
的
な
家

制
度
・
意
識
が
介
在
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
階
層
的
な
要
因

が
作
用
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
「
結
婚
式
の
時
に
親
、
兄
弟
、
姉
妹
、
親
戚
か
ら
、
同
和

地
区
出
身
者
で
あ
る
こ
と
で
、
結
婚
式
へ
の
出
席
を
拒
否
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
「
出
席
を
拒
否
し
た
者
が

い
た
」
は
一
四
％
で
あ
る
。
（
大
阪
府
調
査
で
は
、
一
二
％
）
。
こ
れ

も
、
最
近
に
な
る
と
「
妻
が
地
区
外
」
の
方
が
、
「
夫
が
地
区
外
」

よ
り
「
出
席
を
拒
否
さ
れ
た
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

結
婚
話
の
時
点
と
結
婚
式
と
の
関
係
で
み
る
と
、
「
反
対
さ
れ

た
」
う
ち
、
「
出
席
を
拒
否
し
た
者
が
い
た
」
も
の
は
、
三
八
％
に

も
達
し
て
い
る
。
し
か
し
二
％
と
少
数
で
あ
る
が
、
結
婚
話
の
時
に

は
「
反
対
が
な
か
っ
た
」
が
、
結
婚
式
の
「
出
席
を
拒
否
し
た
者
が

い
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

三
重
県
、
大
阪
府
と
も
に
、
反
対
は
、
結
婚
直
後
の
付
き
合
い
拒

否
が
、
結
婚
式
の
出
席
よ
り
多
い
。
三
重
県
一
五
％
、
大
阪
府
一
四

％
で
あ
る
。

現
在
で
も
付
き
合
い
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
○
％
で
あ

り
、
大
阪
府
調
査
（
九
％
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
過
去
の
被
差
別

体
験
で
は
な
く
、
現
在
も
白
々
差
別
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
ず
っ
し
り
と
重
た
い
数
字
で
あ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
、
「
中
勢
南
部
」
が
最
も
多
く
（
一
四

％
）
、
「
南
勢
」
（
五
％
）
や
「
紀
州
」
で
は
少
な
い
。
結
婚
時
期

別
で
み
て
も
（
表
、
）
、
差
別
は
解
消
す
る
傾
向
に
あ
る
と
は
到
底

い
え
な
い
。
と
く
に
、
「
妻
が
地
区
外
」
の
場
合
は
、
最
近
結
婚
し

た
も
の
ほ
ど
、
「
拒
否
」
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

な
お
、
結
婚
時
に
お
い
て
、
「
反
対
さ
れ
た
」
が
、
現
在
で
は

「
付
き
合
い
を
拒
否
し
て
い
る
も
の
は
な
い
」
は
六
六
％
、
四
七
四

組
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
後
の
努
力
に
よ
っ
て
、
結
婚
差
別
を
克

服
し
た
も
の
と
い
え
る
。

結
婚
時
か
ら
、
現
在
も
一
貫
し
て
結
婚
差
別
を
う
け
て
い
な
い
と
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3６ 
３７人口動態と通婚・被差別体験について

表１３家族の被差別体験の有無 表１２現在も付き合いを拒否されている夫婦の割合

夫は同和地区
以外の生まれ

妻は同和地区
以外の生まれ

総数仮附

５１ 

８．３ 

164 

10.0 

215組

9.5％ 

語るｌの沖

数総

５ 

８．８ 

５ 

７．１ 

終戦（昭和20年８月

15日）以前

４ 

６．９ 

５ 

４．５ 

９ 

５．３ 

結
婚
時
期

終戦～昭和29年
表１４体験の場所

１５ 

１５．２ 

２４ 

９．３ 

３９ 

１０．９ 
昭和30年～昭和39年

彪
影
彩
影
先
先
影
殆
先
兜

５
０
２
１
７
７
５
２
２
０
 

形
％
影
影
影
鬼
影
影
鬼
兜

９
８
０
９
９
６
８
９
９
８
 

１２ 

７．１ 

４４ 

９．６ 

５８ 

８．９ 
昭和40年～昭和49年

Ⅱ．１日富の却域ロ
１１ 

６．２ 

５８ 

１１．３ 

６９ 

１０．０ 
昭和50年～昭和59年交や教育ｑ

男
引
割
勤
の
ｊ
唐

９ 

１０．５ 

２７ 

１２．１ 

３６ 

１１．６ 
昭和６０年以後

叶
棚
耳
に
創
刊
ニ
ピ
７

牙
絹
學
絹
署
臓
函

豈
叱
起
帥
也
雪
雫
皀

１ 

４．５ 

1 

3.0 
明不

家
族
の
被
差
別
体
験
に
つ
い
て
は
、
八
、
七
九
六
世
帯
か
ら
有
効

回
答
を
得
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
被
差
別
体
験
を
も
つ
も
の
は
、
三

分
の
一
の
世
帯
で
あ
る
。
大
阪
府
調
査
と
ほ
と
ん
ど
差
は
な
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
、
「
紀
州
」
（
三
八
％
）
や
「
伊
賀
」
（
一
一
一

五
％
）
で
、
被
差
別
体
験
を
も
つ
世
帯
が
飛
び
抜
け
て
多
い
。
一
方

少
な
い
の
は
、
「
中
勢
北
部
」
（
一
三
％
）
や
「
中
勢
南
部
」
（
一
一

一
％
）
で
あ
る
。

体
験
の
時
期
を
み
ろ
と
、
最
近
体
験
し
た
世
帯
は
、
「
こ
の
一
年

以
内
」
九
％
、
。
－
一
一
年
」
八
％
、
「
一
一
’
五
年
」
一
四
％
と
な

り
、
あ
わ
せ
て
三
一
％
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
で
見
る
か
ぎ
り
差
別
は
減

少
傾
向
に
あ
る
と
は
、
到
底
い
い
が
た
い
。

な
お
被
差
別
体
験
を
も
つ
世
帯
の
う
ち
、
最
近
五
年
間
に
体
験
し

た
と
す
る
割
合
を
多
い
順
に
あ
げ
る
と
「
中
勢
南
部
」
三
九
％
、

「
北
勢
」
一
一
一
五
％
、
「
伊
賀
」
一
一
三
％
、
「
中
勢
北
部
」
一
一
八
％
、

「
南
勢
」
二
六
％
と
な
り
、
「
紀
州
」
は
一
八
％
と
少
な
い
。
「
紀

州
」
に
最
近
体
験
し
た
も
の
が
少
な
い
の
は
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

体
験
の
場
は
、
大
阪
府
調
査
と
比
較
し
て
、
三
重
県
で
は
「
結
婚

い
う
ケ
ー
ス
は
、
全
体
の
五
四
％
、
｜
、
二
一
八
組
で
あ
る
。

の
こ
と
で
」
が
多
く
、
「
学
校
や
教
育
の
場
で
」
が
少
な
い
。

そ
の
外
は
だ
い
た
い
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
（
表
Ⅲ
）

「
結
婚
の
こ
と
で
」
が
特
に
多
い
の
は
、
「
紀
州
」
（
六
○

％
）
や
「
中
勢
南
部
」
（
四
八
％
）
で
あ
り
、
「
職
場
で
」
は
、

「
北
勢
」
（
一
一
五
％
）
や
「
中
勢
北
部
」
（
一
三
％
）
が
比
較

的
多
い
。

体
験
の
時
期
別
に
み
ろ
と
、
最
近
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

は
、
「
職
場
で
」
、
「
曰
常
の
地
域
の
生
活
で
」
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
「
就
職
に
関
し
て
」
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
「
職

場
」
は
逆
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
就
職
差
別
と
い
う
入
□
で
の

差
別
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
就
職
し
て
か
ら
の
職
場
で

の
日
常
的
な
付
き
合
い
の
場
で
、
差
別
的
な
会
話
を
き
く
こ
と

が
多
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

差
別
の
形
態
を
み
る
と
（
表
咀
）
、
「
こ
と
ば
で
」
が
最
も
多

く
四
一
％
、
つ
い
で
「
態
度
・
動
作
・
し
ぐ
さ
な
ど
で
」
が
三

一
％
で
あ
る
。
大
阪
府
と
比
べ
る
と
、
順
位
は
第
四
位
ま
で
は

変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
細
か
く
み
る
と
、
三
重
県
で
は
、
大
阪
府
調
査
よ

り
「
こ
と
ば
で
」
や
「
落
書
き
で
」
が
や
や
少
な
く
、
「
態
度

・
動
作
・
し
ぐ
さ
な
ど
で
」
や
「
身
元
調
査
」
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

こ
こ
か
ら
、
や
や
大
胆
に
読
み
と
る
と
、
三
重
県
で
は
、
今

七
、
家
族
の
被
差
別
体
験

三重県 大阪府

Ｉ．「結婚のことで」

Ⅱ「職場で」

Ⅲ．「日常の地域の生活で」

Ⅳ．「学校や教育の場で」

Ｖ・「就職に関して」

Ⅵ．「営業取引などで」

Ⅶ．「地域活動（自治会・青年団など）で」

Ⅷ．「地域外の公共施設などで」

Ⅸ．「軍隊で」

Ｘ、「自宅の周りで」 ■ 
☆ 

影％％％％彩影％彩彩６０２１７７５２２０ ３２１１。。。。・１１１１１ 

☆ 影％％％９８０９ ２１１１ 

％％影彩％形９６８９９８ ●。●●●●１０１０２ 



3８ 

以
上
、
人
口
の
動
態
と
通
婚
・
被
差
別
体
験
に
し
ぼ
っ
て
報
告
し

た
。
そ
の
他
、
就
労
状
況
や
教
育
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
特
徴
的
な
点
を
以
下
に
箇
条
書
き
に
し

て
お
く
。

①
農
家
戸
数
の
割
合
は
高
い
が
、
基
盤
は
脆
弱
。
平
均
経
営
面
積

が
、
三
重
県
平
均
六
六
・
七
ア
ー
ル
に
対
し
て
、
同
和
地
区
の
農

家
は
四
○
・
四
ア
ー
ル
に
と
ど
ま
る
。

②
生
活
保
護
世
帯
率
は
八
％
で
あ
り
、
極
め
て
高
い
こ
と
。
近
年
、

て
三
重
県
全
体
で
は
生
活
保
護
率
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
同
和
地

、乱
区
で
は
、
こ
の
五
年
間
で
変
化
し
て
い
な
い
。
と
く
に
「
伊
賀
」

鰍
が
一
七
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

鮴
③
年
間
平
均
世
帯
収
入
は
一
一
八
七
万
円
で
、
一
一
一
重
県
の
平
均
の
五
七

鵬
一
一
一
万
円
の
約
半
分
で
あ
る
こ
と
。

臘
④
雇
用
形
態
で
は
一
一
一
重
県
全
体
と
比
べ
て
、
「
常
雇
」
が
少
な
く
、

通
「
臨
時
雇
」
、
「
日
雇
」
が
多
い
こ
と
。

鯉
⑤
男
女
と
も
に
「
専
門
・
技
術
的
職
業
」
や
「
事
務
」
が
少
な
く
、

動
「
技
能
工
、
生
産
工
程
従
事
者
お
よ
び
労
務
作
業
員
」
が
多
い
こ

□
 

人
と
。

羽
⑥
勤
め
先
の
産
業
で
は
、
男
女
と
も
に
「
建
設
業
」
、
「
サ
ー
ビ
ス

表１５差別の形態

重県｜大阪府

八
、
お
わ
り
に

48％ 41％ 

31％ 

Ｉ．「ことばで」

Ⅱ．「態度・動作・しぐさなどで」

Ⅲ．「身元調査で」

Ⅳ．「処遇で」

Ｖ、「手紙や電話などで」

Ⅵ．「暴力で」

Ⅶ．「落書きで」

影
％
彩
彩
影
％

７
８
７
２
９
９
 

２
 

０
３
 

彩
彩
形
％
％

４
５
１
５
２
 

１
 

●
●
 

０
０
 

蝋
繍
欝
潤
劉
鬮
騨
鐵
蕊
鐵
鬮
鐵
認
欝
趨
観
劇

だ
に
、
面
と
向
か
っ
た
露

骨
な
差
別
が
多
く
、
大
阪

府
で
は
、
匿
名
で
の
陰
湿

な
差
別
が
多
く
な
る
傾
向

が
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

近
年
の
変
化
を
み
ろ

と
、
「
こ
と
ば
で
」
や
「
身

元
調
査
で
」
は
、
最
近
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
「
態

度
・
動
作
・
し
ぐ
さ
な
ど
」

は
最
近
変
化
が
な
か
っ
た

が
、
．
と
く
に
こ
の
一
年
で

増
加
し
て
い
る
の
が
気
に

な
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と

「
紀
州
」
で
は
五
一
％
の

世
帯
が
「
態
度
・
動
作
・

し
ぐ
さ
な
ど
で
」
を
あ
げ

て
い
る
。
ま
た
「
こ
と
ば

で
」
を
他
と
く
ら
べ
て
多

く
あ
げ
て
い
る
の
は
「
北

勢
」
の
五
一
％
、
「
南
勢
」

回

の
四
九
％
で
あ
る
。
「
身
元
調
査
」
を
多
く
あ
げ
て
い
る
の
は
「
中

勢
南
部
」
の
二
七
％
で
あ
る
。

差
別
を
受
け
た
と
き
の
対
処
の
仕
方
を
聞
く
と
、
半
数
ま
で
が

「
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
談
す
る
と

し
て
も
、
身
近
な
人
が
多
く
〈
「
家
族
や
親
類
に
相
談
し
た
」
（
一
一
三

％
）
、
「
友
人
に
相
談
し
た
」
（
八
％
）
〉
、
「
運
動
団
体
な
ど
に
相
談

し
た
」
は
五
％
程
度
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
「
行
政
（
人
権
擁
護
委

員
な
ど
）
に
相
談
し
た
」
二
％
で
あ
る
か
ら
、
差
別
を
さ
れ
た
と
し

て
も
、
い
わ
ゆ
る
差
別
事
象
と
し
て
公
に
な
る
ケ
ー
ス
の
方
が
少
な

い
と
い
え
る
。
そ
の
点
で
は
、
運
動
団
体
や
行
政
機
関
が
つ
か
ん
で

い
る
も
の
の
、
二
○
’
五
○
倍
ぐ
ら
い
の
差
別
事
象
が
発
生
し
て
い

る
と
み
て
よ
い
。

な
お
、
「
中
勢
南
部
」
で
「
運
動
団
体
な
ど
に
相
談
し
た
」
が
一

三
％
と
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
最
近
の
動
向
を
み

ろ
と
、
「
こ
の
一
年
間
」
の
数
字
に
乱
れ
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を

別
に
す
れ
ば
、
「
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」
は
、
最
近
減
少
傾
向

に
あ
り
、
「
運
動
団
体
な
ど
に
相
談
し
た
」
や
「
家
族
や
親
戚
に
相

談
し
た
」
は
増
加
す
る
と
い
う
一
貫
し
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
ろ
。
つ

ま
り
、
寝
た
子
を
起
こ
す
な
的
考
え
方
が
、
；
減
少
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

業
」
が
多
く
、
｜
‐
卸
売
・
小
売
業
」
、
「
金
融
・
保
険
業
」
、
「
公

務
」
が
少
な
い
こ
と
。

⑦
就
業
状
態
・
労
働
条
件
の
不
安
定
・
低
位
性
は
、
中
高
年
層
に
顕

著
で
、
若
く
な
る
に
従
っ
て
「
常
雇
」
、
「
月
給
」
、
「
事
務
職
」
、

「
大
企
業
」
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

⑧
高
校
進
学
率
は
一
九
九
○
年
で
八
七
％
で
、
三
重
県
と
比
べ
て
五

ポ
イ
ン
ト
低
く
、
大
学
進
学
率
は
一
五
・
六
％
で
、
三
重
県
と
比

べ
て
一
七
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。

⑨
県
立
高
校
の
中
退
者
は
、
一
九
八
九
年
度
で
同
和
関
係
奨
学
金
受

給
者
の
三
・
一
一
％
で
あ
り
、
一
一
一
重
県
の
約
一
一
・
五
倍
で
あ
る
こ
と
。

⑩
高
校
等
在
学
者
を
持
つ
親
の
進
路
希
望
で
は
、
「
短
大
や
専
門
課

程
」
が
一
九
％
、
「
大
学
」
が
二
六
％
と
か
な
り
多
い
が
、
し
か

し
こ
れ
も
世
帯
の
所
得
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
所
得
の
低
さ

は
、
進
路
希
望
を
抑
制
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

⑪
読
み
書
き
に
不
自
由
し
て
い
る
も
の
は
、
八
’
一
○
％
み
ら
れ

る
。
ま
た
ロ
ー
マ
字
で
自
分
の
名
前
を
書
け
な
い
も
の
は
、
二
九

％
程
度
み
ら
れ
る
。
機
能
的
非
識
字
者
は
少
な
く
な
い
。

⑫
健
康
状
態
で
「
あ
ま
り
良
く
な
い
」
一
二
％
、
「
良
く
な
い
」
七

％
と
あ
わ
せ
て
一
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
八
六
年
国
民
生
活

基
礎
調
査
の
一
三
％
と
比
べ
て
、
健
康
意
識
は
よ
く
な
い
こ
と
。

主
な
病
名
で
は
第
一
位
が
「
循
環
系
」
、
第
二
位
が
「
筋
骨
格

系
」
、
第
三
位
は
「
消
化
器
系
」
で
あ
る
こ
と
。
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